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新型コロナウイルスワクチン医療従事者等優先接種実働訓練
                                                                      《保健福祉事務所》

　新型コロナウイルスワクチンの医療従事者等に対する優先接種の実施
に先立ち、3月6日(土)に、ワクチンの品質管理、移送、接種体制につい
て諏訪圏域で標準化した手順に基づく訓練を実施しました。基本型接種
施設(４病院)、連携型接種施設(５病院)、管内３医師会、市町村、県な
ど延べ約１００名の参加がありました。この日から、諏訪圏域のワクチ
ン接種がスタートしました。

県設置接種会場（諏訪合同庁舎）においてワクチン接種
                                                 《地域振興局・保健福祉事務所》

　住民へのワクチン接種支援については、諏訪地域における県の接種会
場の設置・運営を行い、９月から１１月の開設期間において1，576名
のワクチン接種が行われました。

令和３年を振り返り、諏訪地域の主なできごとをまとめました。

長野県（諏訪地域振興局・諏訪保健福祉事務所・諏訪建設事務所）プレスリリース
令和３年（2021年）12月23日

令和３年 県政おもなできごと（諏訪地域）について 

○新型コロナウイルス感染症への対応

昨年から引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための取組

を行う中で、諏訪圏域においては、４月から急激に感染が拡大しました。

極めて深刻な状況の中、保健福祉事務所と管内県機関が連携し、「受診・

相談センター」での24時間体制の相談受付をはじめ、感染者が発生した場合

には疫学調査等により更なる感染拡大防止に取り組むとともに、日々の健康

観察等により、患者やその家族等への支援を行いました。

また、管内市町村の飲食店等に営業時間短縮等を要請し、ご協力いただいた

事業者に対して協力金を支給しました。 (４・５月及び８・９月)



２月 高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5N8型）諏訪湖水
から検出

【地域振興局】

３月 竜神ため池（茅野市）改修工事が完了 【地域振興局】

５月 霧ヶ峰で生物多様性等の保全活動を実施 【地域振興局】

５月 ふるさと信州寄付金で動物舎を改修 【保健福祉事務所】

７月 諏訪湖創生ビジョン推進会議によるヒシ除去の実施及び
水草学習会の開催

【地域振興局】

　2月19日諏訪湖から採取した試料（湖水）から高病原性鳥インフルエンザ
ウイルス（H5N8型）が検出されました。野鳥緊急調査を実施し、その後も
諏訪湖周及び流入・流出河川沿いの監視パトロールを実施し、衰弱個体の有
無及び死亡個体の検査を行いました。幸いなことに高病原性ウイルス
（H5N8型）が検出されなかったことから、3月16日（試料採取日から30日
後）に野鳥監視重点区域は解除されました。

　令和元年１２月に着工した茅野市豊平の竜神ため池の改修工事が完了しま
した。茅野市東部、八ヶ岳西麓の扇状地に位置し、４０haの水田にかんがい
用水を供給するための重要な水源ですが、堤体が脆弱化しており、災害の心
配がありました。本工事によりため池の安全性を確保し、用水を安定して供
給できるようになりました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で一般のボランティアの参加が見込めな
い中、地権者と行政職員が中心となり、5月から10月にかけて、霧ヶ峰の生
物多様性の保全・草原の再生を推進するため、シカなどの食害を防ぐ電気柵
の設置、外来植物の駆除、優占植物の抑制などの様々な活動を実施しまし
た。電気柵の内部では霧ヶ峰固有の植生の回復が見られました。

　「ふるさと信州寄付金」制度による寄付金を活用し、保健所で保護等した
犬猫を飼養するための動物舎を改修しました。犬に比べ猫の飼養頭数が増え
ていることから、犬用檻の一部を撤去し、猫の飼養場所を増設しました。今
回の改修により、動物の飼養環境は更に改善され、管理もより適切に行うこ
とができるようになりました。

　諏訪湖における貧酸素化、底質環境の悪化、船の運航障害、景観の悪化等
の問題に対応するため、７月１日から３日間、諏訪湖創生ビジョン推進会議
の構成員が中心となり官民協働でヒシ(水草）の除去を実施しました。除去し
たヒシ約８トンは堆肥化し、地域で活用（循環）します。
　併せて、水草学習会を開催し、稚エビの放流体験を通じて水生生物につい
て学び、諏訪湖への関心を高めました。



７月 諏訪湖周サイクリングロードの一般開放区間の延伸 【建設事務所】

８月 令和３年８月の大雨により甚大な被害が発生
【地域振興局】
【建設事務所】

８月 一級河川「砥川」の河川改修事業が完了 【建設事務所】

９月 令和３年９月の大雨により、茅野市宮川高部地区で
土石流災害が発生

【地域振興局】
【建設事務所】

１０月 第４９回衆議院議員総選挙の執行 【地域振興局】

　「脱ダム」宣言を発表してから20年が経過し、下諏訪ダムに代わる治水対
策として、約15年の年月をかけ、医王渡橋から諏訪湖までの区間の護岸整備
や堆積土除去を進め、河川改修が完了しました。これにより50年に１度の大
雨に備えることができました。

　諏訪市新川橋～六斗川橋の区間が開通していた諏訪湖周サイクリングロー
ドについて、さらに六斗川橋～ヨットハーバーまでの約950mの区間が完成
し、7月7日に一般開放しました。自転車試走の参加者からは「景色を楽しみ
ながら気持ちよく走れた」等の感想をいただきました。

　停滞した前線の影響により、８月13日から諏訪地域においても記録的な大
雨となり、住宅への浸水、道路の冠水等の被害がありました。更に８月15日
には岡谷市川岸東で土石流により３名の尊い人命が奪われる等、甚大な被害
が発生しました。
　この大雨による災害は「激甚災害」に指定され、国の災害復旧事業等を活
用して復旧を進めています。

　停滞した前線の影響により、９月５日、局地的に大雨となり、茅野市宮川
高部地区の下馬沢川において土石流が発生し土砂が河川を埋め、あふれた水
や土砂が道路や人家に流れ込むなど、多大な被害が発生しました。上流に砂
防えん堤を構築する等、地域の安全確保のため、復旧に向け、準備を進めて
います。

　第49回衆議院議員総選挙・第25回最高裁判所裁判官国民審査（選挙期
日：10月31日）が執行されました。新型コロナウイルス感染症の拡大が心
配される状況下ではありましたが、投票を呼び掛ける各種啓発活動を行い、
諏訪６市町村全体の投票率は、58.96％となりました。

写真：長野日報社提供



１０月 「諏訪湖の日プロジェクト」の推進 【地域振興局】

10月

１０月 再生可能エネルギー活用促進に向けた会議を開催 【地域振興局】

１２月 八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくりに向けた
「タウンミーティング」を開催

【地域振興局】

　10月１日の「諏訪湖の日」をPRする取組として新たに「諏訪湖の日ガイ
ドブック」を発行したほか、10月3日にオンラインイベント「諏訪湖の日
フォーラム」を今年初めて開催しました。諏訪湖の上流域から湖畔までを結
び様々な取組を「Youtube」で配信し、多くの方が諏訪湖について考える機
会となりました。

　2050ゼロカーボンの実現に向け、再生可能エネルギーの一層の普及拡大
のため、「令和３年度再生可能エネルギー諏訪地域連絡会議」を開催しまし
た。会議では、「長野県ゼロカーボン戦略」の理解を深め、企業局や流域下
水道事務所の具体的な取組などの情報共有とともに関係機関の連携・協働に
向けた意見交換を行いました。また、管内の環境フェア等において、再生可
能エネルギー活用に係る県の新たな補助制度の広報啓発を行いました。

　「八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力を活かした地域づくり」をテーマに、住民、企
業、団体、行政等が連携・協働して取組を進める機運を高めることを目指す
「タウンミーティング」を初めて開催しました。活発な意見交換により、連
携・協働のきっかけづくりの場とすることができました。いただいたご意見
については、次期「長野県総合５か年計画」策定の参考にしたいと思いま
す。
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